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地域活性化事例研修プラン
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ブランドステートメント
およびストーリー

ブランドの世界観を伝えるステートメントやストーリーを
キービジュアルと共に表現
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ブランディング
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特産品開発
および
販売促進
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商工会・
商工会議所
会員企業に
役立つ情報

知的財産の活用 人材確保と定着



社会的貧困 経済的貧困 文化的貧困

自己肯定感の低下

●子供の居場所

●相談支援体制

●ネウラボ

●労働環境の整備

●食糧支援

●交通費助成

●活動機会提供

●無料塾

●就学援助

「絶対的貧困」

人々が生活するために必要なものは、食料や医療など、
その社会全体の生活レベルに関係なく決められるもので
あり、それが欠けている状態を示すという考えで、最低
限の「衣食住」を満たす程度の生活水準と解される。

「相対的貧困」

人々が、ある社会の中で生活するためには、その社会
の「通常」の生活レベルから、一定距離以内の生活レ
ベルが必要であるとの考え方に基づくもの。

※ 「絶対的貧困」は、先進諸国においてはほぼ撲滅されているという前提があるため、日本国を含めた
    先進諸国の貧困を論じるときには、「相対的貧困」を用いることが多い「子どもの貧困率」も相対的貧困の
    概念で算出されている。
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沖縄大学人文学部福祉文化学科教授 島村 聡 氏および沖縄県子ども生活福祉部 子ども未来政策室 
沖縄県子どもの貧困実態調査 及び貧困対策計画説明資料をもとに作成 

SDGs
貧困問題解消への

取組み
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作ってもらう、こども食堂から、
子供たちが考えて作る、こども食堂へ
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https://www.youtube.com/watch?v=pI_o5c07Cm4
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